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令和５年度 福祉サービス第三者評価結果  

≪基本情報≫  

 

対象事業所名 ひばりっこくらぶ保育園 

経営主体(法人等) 社会福祉法人宿河原会 

対象サービス 認可保育所 

設立年月日 平成 19 年 4 月 1 日 

定員（在園人数） 90 名（94 名） 

事業所住所等 神奈川県川崎市多摩区宿河原 6-35-16  ／ 電話番号 044-844-7448 

職員数 常勤職員 24 名 ・ 非常勤職員 7 名 

評価実施年月日 令和 5 年 12 月 27 日・28 日 

第三者評価受審回数 ２回   

実施評価機関 株式会社 R-CORPORATION 

 

≪実施方法≫ 

 

評価項目 標準となる評価基準 

自己評価実施 

（評価方法） 

 

期間：令和 5 年 8 月 1 日～令和 5 年 11 月 30 日 

① 各々の自己評価 

② 勤続年数や働き方の近い職員での少人数のグループ構成 

③ 自己評価をたたき台に、小グループで数回に分かれ話し合い 

④ グループ単位で話し合いをまとめる 

⑤ 各グループの話し合いをもとに、上司にあたるグループで話し合い 

⑥ 園として自己評価をまとめる 

利用者調査 

 

期間：令和 5 年 11 月 1 日～ 令和 5 年 11 月 27 日 

利用者（保護者）アンケートを実施 

 

＜法人理念＞ 

●子どもに夢を、保護者に安心を、子育て応援します 

 

＜基本方針＞ 

１．乳幼児期の生活習慣をサポート、支援します。 

２．生活の実体験を通じ、五感（見る・聞く・香り・触れる・味わう）への作用、感性豊かな子育てを支援

します。 

３．ホリスティックな観点から、保護者、子ども、地域の方たちへのサポート、安全、健康を支援します。 

 

 

＜園理念＞ 

●癒しをテーマに、子どもに、保護者に、地域の人へ優しいひばりっこくらぶ保育園 



2 

 

 

＜ひばりっこくらぶ保育園の特徴的な取組＞ （基本情報Ⅰ-３の記載事項） 

●法人内姉妹園からそれぞれ職員を選出し、たくさんの会議や研修を実施しています。同期や勤続年数の近

い職員同士の情報交換や、お互いの園の情報共有を行うことで、人間関係と学びの深まりを体験できるのは

大きな魅力です。同時に外部で実施される研修にも積極的に参加し学びを深め、園で生かしています。 

●近隣のご家庭と円満な関係が築けていることから、外遊びや散歩等を存分に行える環境を維持し、園児の

体力の向上や、経験を重ねることができています。 

 

≪総合評価≫ 

 

【ひばりっこくらぶ保育園の概要】  

●ひばりっこくらぶ保育園（以下、当園という。）は、社会福祉法人宿河原会（以下、法人という。）の運営で

す。法人は、「子どもに夢を 保護者に安心を 子育て応援します」を理念とし、昭和 52 年に法人認可と共に

「ひばり保育園」を開園して以降、平成 19 年に「ひばりっこくらぶ保育園」、平成 25 年に「こひばり保育園」

を開園し、現在は川崎市多摩区で認可保育園を 3 園運営しており、いずれの保育園も JR 南武線「久地駅」から

徒歩圏内にあります。また、時代の変化や地域のニーズに応じて、子育て支援や地域活動事業を積極的に展開

する等、地域の子育てをサポート及び、地域に貢献すると共に人間関係の「輪」を育んでいます。 

 

●当園は、緑とベージュの色合いが特徴的な 2 階建ての園舎で、設計段階から関わり、家庭的で子どもが落ち

着いて過ごせる園にしたいという意向の下、内装は和風モダンに統一され、広い玄関は日本家屋の土間のよう

であり、飛び石が施されています。保育室の扉等にも随所に木材が取り入れられており、落ち着いた温かさを

感じます。玄関左手にはガラス張りの事務室があり、正面の交流スペースの天井には空が描かれ、中央の大黒

柱はシンボルツリー（ティートリー）として子どもたちや保護者から親しまれ、公園にいるような感覚を彷彿

させます。また、その脇には足湯が設けられ、冬至の折にはゆずを浮かべる等して、子どもが心身共にリラッ

クスできる場の空間として活用しています。交流スペースから 2 階に上がる階段は、ひな壇階段になっており、

紙芝居の読み聞かせや、注目して話を聞く際等、有効に活用が成されています。2 階フロアの壁の一角には、

クライミングコーナーが設けられている等、随所にこだわりや子どもが喜ぶ工夫が施されています。 

 

●保育については、法人の全園で「そらまめタイム」（活動をバランスよく経験する時間）を保育の根幹とし、 

年齢に応じた「運動（ムーブ）・食育・造形（アート）・音楽（リトミック）・音読（おはなしタイム）・生活」 

のカリキュラムを策定しています。特に「実体験」を大切にし、保育の中で多くの「実体験」をすることで、 

子どもが自ら、苦手・得意なことを発見し気付きにより「目標」を持ち、成長できる保育を提供しています。 

日常の保育活動においては、0 歳～2 歳児までは 1 階で年齢別保育を実施しており、3 歳～5 歳児は 2 階の広い 

保育室を年齢別に活動できるよう、スペースを分けて保育を行っています。基本、9 時～11 時まではクラス別 

に保育を実施し、その後は、活動内容に応じて 3 つのスペースに分かれ、グループ活動による異年齢保育を行 

＜保育目標＞ 

１．運動、栄養、休養のバランスがとれ、心と体の健康を育む 

２．食育、香育を通じて、五感のバランスを育む 

３．遊びを育む 
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っています。異なる年齢の子どもたちが同じ空間で同じ活動を通して交流し、主体性や協調性を育むと共に他 

者を尊重する心を養えるよう、保育士は温かく見守りながら支援しています。 

 

 

≪特長や今後期待される点≫  

 

１．【そらまめ活動】 

 当園では、「天に向かって真っすぐ伸びて育つ」、名称由来の「そらまめ」を子どもに例え、法人系列全園で 

「そらまめタイム」（活動をバランスよく経験する時間）を保育の根幹とし、「運動（ムーブ）・食育・造形（ア 

ート）・音楽（リトミック）・音読（おはなしタイム）・生活」のカリキュラムを「そらまめタイム」と称して保 

育を行っています。日々の保育の中で沢山の実体験を大切にした保育を提供し、その経験を養分として、子ど 

もが自らが小さな目標に気付き、夢を抱き、のびのびと、バランスよく活動できる保育を提供しています。 

 

２．【園理念を随所に感じる保育】 

当園は、保育室の間取りが異なり、0 歳児、１歳～2 歳児は 1 階で年齢別保育を実施し、3 歳～5 歳児は 2 階

の広い空間にスペースを分けて保育を行っています。保育室の名前にも、比喩表現で響きと意味の深みを添え

た分かりやすいネーミングが用いられています。０歳児は「乳香」、その名の通り無垢な表現が用いられ、１歳、

２歳児は「クラリセージ」、これはハーブで“きれいな目”とも称され、気持ちを明るくしてくれる香からイメー

ジをし、３歳～５歳児は「ファー」とし、同じ空間・異年齢間で思いやりを育みながら共に成長する表現が伝

わります。随所に、園理念である「癒し」につながるリラックス感・やさしさ、子どもたちへの情感が感じ取

れます。当園では、日々の保育の中で異年齢との交流が多く、一緒に遊んだり、多くの友だちを受入れたり・

もらったり、子どもたちは保育室だけでなく自分の居場所も見つけられる機会にもなっています。また、年齢

別に揃えている玩具や好きな遊び、使いたい玩具で遊べるよう、各クラス活動の合間を見て移動する等、子ど

もたちの主体性や“好き”を追求できる場を提供しています。 

 

３．【「やぎさんゆうびん」の取組】 

当園では、５歳児を対象に「そらまめ活動」（音読）の一環として、自分の思いを文字にして、友だちに伝え

る活動を行っています。「やぎさんゆうびん」にいくつか取組のルールや約束事を決めて、スムーズなコミュニ

ケーションにつなげています。自分の思いを伝える・考える、手紙を出す行為、受け取る喜びを体験していま

す。手紙は、文章で伝える練習がしやすく文章力につながり、表現の自由度も高いため、文字を書くと共にア

イデアを具体的に表現する練習となり企画力の芽となります。そして、語彙が増えると、考え・感じる思いと

共に、思考や感性が豊かに深まり、さらに、コミュニケーションのきっかけとなり、マナー等の学びにもつな

がります。手紙を書くことは子どもの成長にとって重要なステップであり、何より、気持ちを伝える楽しさを

知る機会であり、「手紙」という方法で子どもの様々な力を伸ばす取組に高く評します。 

 

４．【保護者の負担軽減への取組】 

法人理念である「子どもに夢を、保護者に安心を、子育て応援します」の具現化として、当園では、「レンタ

ル衣類制度」を導入し、家庭での洗濯ストレス、登降園の多すぎる荷物、着替えやタオルの買い足し負担等、

保護者の負担軽減を支援しています。入園から卒園まで、常備されている洗濯済みの清潔なレンタル（衣類・
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タオル・オムツ等）を使用でき、毎日の登園準備の負担解消へ「手ぶら保育」として保護者へ優しい取組を実

施しています。今回の利用者（保護者）アンケート結果においても、「保護者の負担を軽減してくれて助かりま

す」等、感謝の言葉が挙がっています。 

 

令和 5 年度 福祉サービス第三者評価結果 

＜標準となる評価基準＞ 

 

第三者評価受審施設 ひばりっこくらぶ保育園 

評価年度 令和 5 年度 

評価機関 株式会社 R-CORPORATION 

 

＜共通評価項目（45 項目）＞ 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織

【１】～【９】 

「理念・基本方針」「経営状況の把握」「事業計画の策定」「福祉

サービスの質の向上への組織的・計画的な取組」 

Ⅱ 組織の運営管理 

【10】～【27】 

「管理者の責任とリーダーシップ」「福祉人材の確保・育成」

「運営の透明性の確保」「地域との交流、地域貢献」 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

【28】～【45】 

「利用者本位の福祉サービス」「福祉サービスの質の確保」 

<内容評価項目（20 項目）＞ 

A-１ 保育内容 

①～⑯ 

「全体的な計画の作成」「環境を通して保育、養護と教育の一体

的展開」「健康管理」「食事」 

A-２ 子育て支援 

⑰～⑲ 

「家庭との緊密な連携」「保護者等の支援」 

A-３ 保育の質の向上 ⑳ 「保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）」 

 

※「標準となる評価基準」で示す判断基準「A・B・C」はランクやレベル付けではありません。判断基準はよ

り望ましい水準に向けた「到達状況」を示すものであり、評価「B」が標準的とし、特に良い内容、秀でた内

容は「A」で示しています。「C」については「伸びしろ」とし、更なる努力を期待するものとします。 

 

共通評価Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

 

Ⅰ―１ 理念・基本方針 

（１）理念、基本方針が確立・周知されている 

【1】 Ⅰ-1-（1）-① 理念、基本方針が明文化され周知されている 

  評価結果 A 

評価の理由 

理念・基本方針は「生活のしおり」冊子に掲載し、入園式、懇談会等でも説明しています。在園中にも随時

確認ができるよう「生活のしおり」はアプリで配信し、園玄関でも手に取れるよう設置しています。職員への

周知は、入職時の説明の他、常に更新された「生活のしおり」を確認できるようにしています。法人の理念や

基本方針に対するブレがないよう、定期的に開催される法人会議で理念や基本方針の確認をしています。職員
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の自己評価は年２回行い、「自身が理念の理解ができているか」の確認項目を設け振り返りができるようにし

ています。法人系列全園で「子どもに夢を、保護者に安心を、子育て応援します」の法人理念を踏まえて園独

自の理念を作成し、保育を展開しています。法人理念は「ひばりんぐ」として系列全園で共に支え・共に育ち

合う、人間関係の輪を育んでいます。 

 

Ⅰ―２ 経営状況の把握 

（１）経営環境の変化等に適切に対応している 

【2】 Ⅰ-2-（1）-① 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている 

評価結果 A 

評価の理由 

事業経営を取り巻く環境に関しては、随時、報告・説明があり、職員にも周知しています。子どもの人口動

態、利用者の姿、保育ニーズ等の情報を共有し把握しています。情報は厚生労働省、川崎市こどもみらい局、

全国社会福祉協議会、川崎市保育会園長会、多摩区所長連絡会、川崎市社会福祉協議会等の情報に加え、理事

長（ひばりっこくらぶ保育園園長）が役職を担っている各種地域団体からも情報を入手し、運営に生かしてい

ます。月１回、法人管理職会議や事務会議の中で動向やニーズの分析を行い、共有化を図り、社会労務士の助

言等も受けています。  

 

【3】 Ⅰ-2-（1）-②  経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている 

評価結果 A 

評価の理由 

経営課題については、毎月開催している法人系列園の管理職会議や事務会議で各園の運営状況等について情

報を共有し、役員会や評議委員会でも報告しています。系列各園からの運営状況の報告を基に、法人顧問の社

会労務士が経営に関する課題や問題点等を分析し、理事長・園長・副園長・事務長・事務職員で経営における

課題や問題点を共有し、検討を行っています。検討した事柄については、次年度の法人事業計画に反映させて

います。運営上で生じた課題は明確にして、職員に周知すると共に、問題点を法人役員等に報告し共有を図り、

課題の改善については、できることから改善に取組んでいます。 

 

Ⅰ―3 事業計画の策定 

（１）中・長期的なビジョンと計画が明確にされている 

【4】 Ⅰ-3-（1）-①  中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている 

評価結果 B 

評価の理由 

保育の原点とする法人理念の「子どもに夢を、保護者に安心を、子育て応援します」と、「そらまめタイム」

の活動システムツリーを保育の中心に置いています。法人理念では子どもへの対応の基本を、システムツリー

では実体験に裏打ちされた子どもの成長を期待しており、既に保育の中で定着しており高く評価できます。但

し、これらは実際の保育の中での中期計画として捉えられる項目であり、既にほぼ完成していると思われます。

この項目は、中・長期的なビジョンに基づく「計画」が求められる項目であり、「目指す子どもの姿」を端的に

表す「言葉」と、それを達成するための経営的バックボーンが示せると良いでしょう。例えば、「実体験」を象

徴する「○○」を決め、それをバックアップする経済的基盤のビジョンを全職員で考える必要はありそうです。 
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【5】 Ⅰ-3-（1）-②  中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている 

評価結果 A 

評価の理由 

中・長期計画を踏まえて、園毎に、単年度事業計画を策定しています。単年度のため、実行が確実で具体的

な内容となっており、具体的な成果等を数値化（若しくは日程化）して設定し、分かりやすい言葉で明示し、

達成できるようにしています。園として、この単年度事業計画と併せて全体的な計画、年間指導計画を作成し

ています。単年度事業計画の内容は概ね、全体的な計画、年間指導計画に組み込んで展開しているので、園と

して以降、全体的な計画、年間指導計画を中心に計画、実績をまとめていくようになります。事業計画策定に

当たっては、職員からの意見を大切にし、職員に計画に携わるよう指導しています。 

 

（2）事業計画が適切に策定されている 

【6】 Ⅰ-3-（2）-①  事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、 

職員が理解している 

評価結果 A 

評価の理由 

事業計画の策定、実施状況の把握・評価、見通しは組織的に行われています。定期的に振り返り、改善や修

正を図りながら継続しています。事業計画（各種年間計画）については、毎年度振り返り、評価を適切な時期

に行っています。全体的な計画、年間指導計画、月間指導計画、週日案については、コドモン（保育業務アプ

リ）による配信や周知ファイルを事務所内に設置し、職員がいつでも確認できるようにしています。また、内

容を変更した場合にも、同様の方法で職員に周知すると共に、口頭や書面でも丁寧に説明しています。月間指

導計画や週日案計画の作成及び見直しについては、副園長、各クラスの主任、副主任を中心に、担任から保育

状況や子どもたちの様子を聞き、組織的に見直しを行っています。また、単年度事業計画と併せて年間行事に

ついては、振り返りをして次年度の行事計画につなげています。事業計画に基づいた行事運営では、各行事担

当職員を選任し、子どもたちの成長を加味しながら実施可能な行事を計画しています。 

 

【7】 Ⅰ-3-（2）-②  事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している 

評価結果 A 

評価の理由 

事業計画は、保護者に配付する冊子「生活のしおり」や懇談会等で周知し理解を促しています。参加できな

かった保護者へは紙面にて配付しています。冊子「生活のしおり」は毎年見直しを図り、年度初めに改めて配

信及び周知をしています。年３回のクラス懇談会（２クラスずつ開催）や個人面談等でも年間行事予定につい

て説明を行い、行事の主旨等について理解を求めています。行事に変更が生じた際には、コドモンで配信する

等、伝達漏れが無いようにしています。コロナ禍を経て、説明会や懇談会を少人数に配慮し、zoom 等を活用し

て周知に取組んでいます。 
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Ⅰ―4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

（１）質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている 

【8】 Ⅰ-4-（1）-①  保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している 

評価結果 A 

評価の理由 

保育の質の向上に関して、当園では日常的に意識を持ち、フロア会議で意見交換を行い、クラス担任や保育

士が相談や助言を求められるよう、まとめ役として副主任を配置し、職員のスキル向上や、相談できる体制を

整えています。副主任から上司へ報告を上げる会議を毎日実施し、問題が些細な内に改善や解決ができるよう

努めています。また、PDCA サイクルに基づき、保育の見直しや改善を図り、勤続年数の浅い職員もこれによ

って手順が踏め、達成感や自信につながっています。園では、第三者評価を定期的に受審していますが、受審

しない年でもテーマを決めて話し合い、能力行動評価シート（自己評価）に取組んでいます。また、年２回上

司との面談を実施し、振り返りや改善・変更を図る等、保育の質の向上を図っています。  

 

【9】 Ⅰ-4-（1）-②  評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的 

な改善策を実施している 

評価結果 A 

評価の理由 

日々、保育内容の改善が必要と思われる場合は、速やかに問題点の共有化を図り、改善を進めています。全

体の共有化については工夫を期待します。副園長、主任、副主任での情報共有は共有ノートに記録（各々サイ

ン）し、共有を図っています。子どもの支援方法については、園長、副園長、主任、副主任、担任、栄養士が

参画して２ヶ月に１回、ケース会議にて情報を共有すると共に、支援方法を検討しています。当園は、ケース

会議、リーダー会議、プチローズ会議（主任、副主任）、フロア会議（毎日）等、多くの会議の機会を設けてい

ますが、シフトによって参加できない職員もいることを考慮して、コドモンによる配信と事務所に設置してい

る周知ファイル（閲覧したら日付けと押印する）にて情報の「共有漏れ」がないよう努めています。 

 

共通評価Ⅱ 組織の運営管理 

 

Ⅱ―１ 管理者の責任とリーダーシップ 

（１）管理者の責任が明確にされている 

【10】 Ⅱ-1-（1）-①  施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている 

評価結果 A 

評価の理由 

園長は、保育園の経営・管理に関する方針と取組を明確にしており、各職員の役割と責任を明確にし、役割

や責任を含む職務分担表を作成し、会議や研修の機会に周知しています。また、理事長及び園長の考えを、よ

り周知を図るよう、社内報「宿河原会通信」を配信しています。有事における役割と責任、不在時（特に有事）

の権限委任についても明確しています。毎年作成している職務分担表では、園長の役割や責任のみならず、全

職員の役割等を明示しています。 
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【11】 Ⅱ-1-（1）-②  遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

園長は法令等を理解し、取引業者や行政等と適切な関係を保持しています。最新の保育動向等の様々な外部

研修等にも参加し、研修で得た知識や情報を職員に周知しアドバイスをしています。園長が中心となり、法人

全体で SDGｓに取組んでおり、令和３年には「かわさき SDGs ゴールドパートナー」の認証を受け、現在は日

常の保育の中にも SDGs の取組が根付いています。 

 

（2）管理者のリーダーシップが発揮されている 

【12】 Ⅱ-1-（2）-①  保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

園長は、保育の質の向上の取組に対して積極的にリーダーシップを発揮しています。保育の質に関する課題

を職員と共有し、改善に向けた具体的な取組を明示し、組織的に取組む必要性を伝え、その体制を構築して積

極的に関わっています。また、園長は職員の意見を傾聴し、様々なアイデア、縁を大切にして良いものは取り

入れる等、職員の自主性を尊重した組織運営に取組んでいます。また、２ヶ月に１回開催しているケース会議

にも園長が出席し、保育に関する課題を職員と共有しています。園長は、職員の教育・研修の機会を設け、得

た知識を学びへとつなげています。 

 

【13】 Ⅱ-1-（2）-②  経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

園長は経営の改善や業務の実効性の向上、そして人事、労務、財務等を詳細に分析して指導力を発揮してい

ます。経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、法人系列園の園長、副園長、事務長、事務員が参加する経

営者会議（サミット）を開催し、系列各園の人事、労務、財務状況等についても分析及び検討を行い、理念・

基本方針の実現に向けての人員配置、職員一人ひとりが働きやすい環境作りを目指しています。改善点や変更

が生じた場合にも、職員と共有し取組んでいます。また、理事長（当園長）、各園の園長、社労士、事務長・事

務員等との事務会議を定期的に行い、必要な課題についての検討・改善を図っています。また、業務の実効性

を高める取組と共に職員が働きやすい環境作りの整備の為、法人系列園から各２名を選出し「働きやすい職場

作り会議」を開催し、有給休暇等の取得率の向上にも積極的に取組んでいます。 
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Ⅱ―2 福祉人材の確保・育成 

（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている 

【14】 Ⅱ-2-（1）-①  必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取 

組が実施されている 

評価結果 Ｂ 

評価の理由 

当園では、定員 90 名の子どもに対し、川崎市における保育士の配置基準よりも多い 31 名の職員を配置し、

円滑な保育業務が遂行できる職員体制を整えています。必要な人材確保については、養成校の受入れ実習生と

の関わりを深め、就職に結び付くことを大切にして努力しています。さらに、専門職以外にも人材を確保し、

環境整備や保育補助等、年齢やスキルの幅広い人材を在籍させています。また、学生の見学希望者等にも丁寧

に対応すると共に子どもの保護者等の保育補助や看護職として就労につながるケースもあります。しかし、人

材確保難が年々厳しさを増している現状もあり、継続してホームページの発信等、法人で総力を上げて取組ん

でいますが、さらなる工夫に期待されます。当園の職務・接遇に求められる機能を明文化し、それに基づき人

材育成研修・職員教育を行い、定着につなげています。 

 

【15】 Ⅱ-２-（１）-②  総合的な人事管理が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

人事管理については、法人会議にて定期的に検討しています。法人の理念や保育方針の共有、職員のあるべ

き姿、職務・接遇に求められる機能を明文化し、共有化を図っています。職員の処遇についても会議等で検討

し、具体的な姿を決定し共有しています。人事基準については、就業規則に昇進・昇格、階層別の給料表等の

基準を明確に示し、職員がいつでも閲覧できるようにしています（事務所内に保管）。年２回、各職員の能力行

動評価シート（自己評価）に基づき、職員面談を行い、本人の意向や思い、相談等を話す時間を持ち、抽出さ

れた内容に対して法人会議で速やかに共有し、職員一人ひとりの心身のフォローに努めています。また、法人

でキャリアパス制度を導入し、各職員が自らの将来像を描き、心地良く働くことができるよう互いに協力し合

い努力する等、法人内に総合的な仕組み、風土があります。 

 

（2）職員の就業状況に配慮がなされている 

【16】 Ⅱ-2-（2）-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場作りに取組んでいる 

評価結果 A 

評価の理由 

法人の方針として、誰もが働きやすい職場になるよう、職員間で意見を出し合い、工夫して取組んでいます。

働きやすい職場作りについては、「働きやすい職場作り会議」を年４回討議し、情報共有及び活動を行い、職員

の就業状況や意向を把握し、人材確保の観点、心地良く勤務を継続できるよう対策を進めています。職員の相

談先については副園長に一本化を図り、問題が噴出する前に対応できるようにしています。職員一人ひとりの

休暇の取得状況や時間外労働の有無等の把握及び管理を行い、メンタル面に関しては、衛生推進者の職員を中

心に、守秘義務の下、聞き取りや面談を行い、悩み等を一人で抱えることがないよう配慮し、全体が気持ち良

く働けるよう取組んでいます。また、ワーク・ライフ・バランスに配慮し、職員個々の勤務時間やシフト等を

検討及び判断の上、配慮しています。働きやすい職場環境を目指し、組織の魅力を高める取組に努めています。 
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（3）職員の質の向上に向けた体制が確立されている 

【17】 Ⅱ-2-（3）-①  職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

当園では、「法人として期待すべき職員の姿」と「職務・接遇に求められる機能」を明文化し、能力行動評価

シート（自己評価）に「自己目標を設定する欄」を設け、年２回の職員面談で進捗状況を把握・確認し、助言

を行う等、職員一人ひとりの目標を共有して達成できるよう支援しています。個人面談前には自己評価を実施

し、その評価を元に面談を実施し、気持ちや達成度に寄り添うようにしています。  

 

【18】 Ⅱ-2-（3）-②  職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研 

修が実施されている 

評価結果 A 

評価の理由 

法人の計画の中に「あるべき職員の姿」が記載され、ひばりっこくらぶ保育園として、法人で職務・接遇に

ついて求める機能の具体的説明を明文化し、それに基づいて職員教育を実施し、法人が目指す保育の実践につ

なげています。当園でも職員に必要とされる専門技術や専門資格を明示しています。教育・研修計画の改善を

図り、担当を明文化し、それぞれの役割に応じた研修に参加させる研修計画として現在、実施中です。職員に

求める専門技術や専門資格に基づいて、園内研修計画の作成、外部研修の参加を促す研修計画を策定していま

す。アフターコロナではリモート研修も増え、受講率も向上しています。 

 

【19】 Ⅱ-2-（3）-③  職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている 

評価結果 A 

評価の理由 

職員一人ひとりの研修については、各々の知識、技術、専門資格の取得状況を把握し、学びでの向上が得ら

れる機会を大切にしています。特に、新任職員や経験年数の浅い職員へは、習熟度に応じて個別的な配慮と見

守り・学びの機会を多く設定しています。入社年度は面接を２回行い、１回目は全体での面接を行い、２回目

は半年経過以降に３～５日程度の座学と OJT を実施しています。階層別研修、種別的な分別の研修、テーマに

応じて継続性のある研修を順次実施し、各職員の職務や求められる知識、技術水準に応じた教育・研修を実施

しています。研修は法人研修と外部研修を併用し、参加できる機会を設けています。  
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（4）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている 

【20】 Ⅱ-2-（4）-① 実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、 

積極的な取組をしている 

評価結果 A 

評価の理由 

実習生等の受入れでは、基本姿勢を明文化し、職員へ周知しています。マニュアル（実習生オリエンテーシ

ョン）を作成し、実習のルール、持ち物、守秘義務等についても明文化し、誰もが同じように指導できるよう、

また、実習生等が安心できる環境の中で学ぶことができるようにしています。実習生等が実習期間に専門職と

いう特性を理解し、有効な学びとなるよう丁寧に取組み、実習指導担当者（主任保育士が担当）には定期的に

研修等でスキルを学ぶ機会を設け、スキルアップにつなげています。実習では、養成校と連携して継続的な学

びができるよう、養成校の希望、経験等に応じて対応しています。当園では、定期的に養成校から実習生を受

入れると同時に、中学生の職業体験の受入れも行い、今年度は 11 月に川崎市西高津中学校から 2 日間受入れて

います。実習終了後は、担当した職員が実習評価表を作成し、養成校の校長に提出しています。 

  

Ⅱ―3 運営の透明性の確保 

（１）運営の透明性を確保するための取組が行われている 

【21】 Ⅱ-3-（1）-①  運営の透明性を確保するための情報公開が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

法人のホームページに、法人の理念、保育園の理念や基本方針、事業報告書等の情報を公表し、保育園の地

域との交流情報や、第三者評価の受審、苦情・相談体制についても記載し、常に新しい情報を提供しながら情

報の公開を行っています。第三者評価の受審結果については、かながわ福祉サービス第三者評価推進機構、

WAMNET のホームページにも公表予定です。苦情、相談等の内容や改善点についても明示しています。 

 

【22】 Ⅱ-3-（1）-②  公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われて 

いる 

評価結果 A 

評価の理由 

当園の事務、経理、取引等に関しては、職務分担表を作成し、職員ごとの業務内容や責任等を明確にし、全

職員に周知しています。内部監査については、会議等で必要な書類と共に情報共有を行い、現状を把握する仕

組みを構築しています。また、外部の専門機関や市の指導監査から、定期的に園の運営状況や保育状況等の監

査を受け、得た指導点や改善点は速やかに見直し、修正・改善を実施しています。年度ごとに、財務・経理等

については、法人の評議委員会や理事会で運営報告や経理報告を行い（６月の決算前に）、公正かつ透明性を担

保にした運営を行っています。 
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Ⅱ―４ 地域との交流、地域貢献 

（１） 地域との関係が適切に確保されている 

【23】 Ⅱ-4-（1）-①  子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

地域との関わり方については、理念や園の基本方針、全体的な計画においても明文化されています。園行事

の前には、園行事や取組の理解を得るよう近隣住宅に挨拶に行き、近隣の方々と良好な関係性を維持できるよ

うにしています。また、園児を中心に地域のイベントに参加する際には十分に支援体制を敷いています。月 1

回の園庭開放や、散歩時には近隣の方々と挨拶を交わす等、地域の方との交流機会を持つようにしています。

地域資源については、事務所付近に情報コーナーを設定し、保護者等から相談を受けた場合は、子どもや保護

者のニーズを把握した上で、資料を活用しながら社会資源の活用を推奨しています。 

 

【24】 Ⅱ-4-（1）-②  ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立し 

ている 

評価結果  A 

評価の理由 

ボランティア受入れマニュアルを整備し、ボランティア受入れ担当職員を配置して受入れ態勢を整えていま

す。学校教育の一環として、川崎市西高津中学校から職業体験の要望を受け（三年生８クラス、約 300 名）、

毎年受入れています。ボランティアに関しては、事前にオリエンテーションを実施し、注意事項・持ち物・個

人情報について担当職員から説明を行い、子どもたちと触れ合う上での注意点や禁止事項等も伝え、ルールを

厳守した上での交流を徹底しています。保護者へは事前にコドモンで情報提供を行い、周知及び理解を促して

います。 

 

（2）関係機関との連携が確保されている 

【25】 Ⅱ-4-（2）-①  保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適 

切に行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

 地域の関係機関や団体等の社会資源をリスト化し、子どもや保護者の状況に応じて対応できるよう資料を作

成し、職員会議等で周知しています。川崎市こども未来局、川崎市保育園園長会、多摩区所長市連絡会、川崎

市社会福祉協議会、多摩区地域支援課、川崎市西部療育センター等と情報を共有しており、必要に応じて共働

して対応できる関係を構築しています。家庭での虐待等による権利侵害の疑いがあると判断した場合には、要

保護児児童対策地域協議会、児童相談所等と連携を図りながら、解決に向けて取組んでいます。 
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（3）地域の福祉向上のための取組を行っている 

【26】 Ⅱ-（3）-①  地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

地域の福祉ニーズ等を把握するための取組では、主に園長が多摩区所長連絡会の参加や、民生委員・児童委

員と定期的に会合を実施し、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に努め、必要に応じて関係機関や団体と連

携して、地域のニーズに応じた支援を行っています。園が実施する事業や運営についての会議の開催、関係機

関やその団体との連携、地域の方々との交流や相談事項等を通して、地域の福祉ニーズや生活課題を把握し、

寄り添いに努めています。また、毎月１回の園庭開放利用者の子育て相談に応じる等、保育所が有しているノ

ウハウを還元しています。 

 

【27】 Ⅱ-4-（3）-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

園長は、法で定められた福祉事業の範囲内に留まらず、地域の福祉ニーズ等に応じた支援に精力的に取組ん

でいます。具体的には不登校の児童の見守りや、その保護者の心の拠り所となるような相談できる環境作り、

児童の登下校の見守り、高齢の方々の見守りや、地域の人々の就労支援等です。園長は計画を作成し、職員と

共有し慎重に進めています。また、保育園が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや専門職としての情

報を地域に還元する取組等を継続して行っています。また、地域の防災対策や災害時における福祉的な観点か

らの支援についても検討を重ね、近隣住民と共有をしながら日頃から安心できる環境作りに尽力しています。 

 

共通評価Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

 

Ⅲ―１ 利用者本位の福祉サービス 

（１）利用者を尊重する姿勢が明示されている 

【28】 Ⅲ-1-（1）-① 子どもを尊重した保育について共通の理解を持つための取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

園の理念、基本方針、保育目標は、子どもを尊重した内容で作成され、これらに基づいて保育計画を立案

し、職員が子ども一人ひとりに丁寧に関わり、安定・安心して過ごせる環境を作り、子ども個々が尊重されて

いることを実感できる園生活・保育を実践しています。職員が使用している手帳には、倫理要綱に関する内容

が明記されており、職員会議でも定期的に内容を確認し合う等、共通理解を深めています。また、人権をテー

マにした研修を年数回実施しており、その際、実例を基に話し合い、個々の保育を振り返る機会を設けて意識

付けを行っています。職員は、子どもの手本となるよう、職員間で互いを尊重し合った声かけや、良好な人間

関係を構築し、子どもたちが互いに尊重することの大切さを感じ取れるよう、研鑽しています。 
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【29】 Ⅲ-1-（1）-②  子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

 全職員が使用している手帳に、プライバシー保護についても明記されています。職員は、子どものプライバ

シー保護や、配慮した保育を実践することの重要性について職員会議等で共通認識を図り、子どものプライバ

シーや個人情報に配慮した保育を実践しています。また、マニュアルをいつでも閲覧できるよう事務所内に保

管しています。保護者には、入園のしおりに個人情報保護について、「情報セキュリティポリシー」や「プライ

バシーポリシー」について明記している他、入園説明会でも口頭で伝えています。年長、年中クラスのミーテ

ィングでは子どもへのプライバシー教育を取り入れています。 

 

（2）福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている 

【30】 Ⅲ-1-（2）-① 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している 

評価結果 A 

評価の理由 

園の情報は法人のホームページ、川崎市ホームページ、川崎市保育会ホームページ等で、園に関する必要な

情報を提供しています。法人のホームページには園の概要、情報を細かく掲載し、情報を提供しています。今

年度から、入園希望者に対する園見学の受入れを再開し、園の特徴や取組、方針等を丁寧に説明し、理解を促

しています。園見学は、基本的に電話やメールでの問い合わせを受けた上で対応としていますが、急な来園者

に対しても、丁寧に対応しています。 

 

【31】 Ⅲ-1-（2）-②  保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している 

評価結果 A 

評価の理由 

 保育時間の変更については、保護者と面談を行い、確認を取りながら決めています。保育開始前には重要事

項説明書を配付及び説明を行い、説明後に同意書に署名捺印を得ています。入園時に配付している入園のしお

り並びに、入園前説明会時にも口頭で保育等に関する内容を丁寧に説明しています。保育の利用に際しては、

保護者と面談を行った上で保育時間を決定していますが、変更等の必要が生じた際には、面談を実施し随時サ

ポートをできる体制を整えています。配慮が必要な保護者へは、さらに丁寧に寄り添うと共に当園の思いや見

解を押し付けないよう配慮しています。 

 

【32】 Ⅲ-1-（2）-③  保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

 転園等により、保育所の変更が生じた際には、これまでの保育内容がスムーズに引き継がれ、安定した園生

活を維持できるよう、保護者の了承を得た上で情報を転園先の園に引き継ぐようにしています。担当者や窓口

担当は定めていませんが、保育の利用終了後でも、保護者からの相談等には対応し関係性を継続できるように

しています。保育の継続性に配慮した手順は定めていますが、引き継ぎ文書までは定めていません。 
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（3）利用者満足の向上に努めている 

【33】 Ⅲ-1-（3）-① 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている         

評価結果 Ａ 

評価の理由 

保育士は、日常の保育の中で子どもの表情や活動の様子を見ながら、子どもの満足を把握するよう努めてい

ます。保護者に対しては、朝夕の送迎時に家庭での様子や園での様子を伝える等、コミュニケーションを重ね

る中で、思い等の把握に努めています。行事後には担任から保護者に声をかけたり、コドモンでアンケートを

実施する等して、保護者の満足度の把握に努め、保護者の声を次の行事に生かすようにしています。最低でも

年１回は担任との個人面談を実施し、園での様子を伝え、育児や子育て相談に応じる機会を設けています。ま

た、週１回は園内で子どもの様子や担任と話す機会を作っています。基本的には毎日、コドモンを通して情報

交換を通して要望や意見を把握するようにしています。クラス懇談会では、担任以外の職員も同席し保護者か

らの話を聞くようにしています。保護者からの意見や要望は、直ぐに上司に報告し、職員間で共有及び改善策

につなげ、満足度の向上に努めています。 

 

（4）利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている 

【34】 Ⅲ-1-（4）-①  苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

苦情解決、相談窓口等の仕組みについては、入園のしおり、重要事項説明書に明記し、入園説明会でも保護

者に周知しています。事務所前にも「ご意見 BOX」を設置し、保護者が意見等を自由に述べやすい体制を整え

ています。玄関には苦情解決担当者や、苦情解決のフローを掲示しています。さらに、コドモンで意見や要望

を表出できるようにしています。苦情等を受けた場合は、保護者に許可を得た上で、内容・解決策を掲示して

周知しています。 

 

【35】 Ⅲ-1-（4）-②  保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知し

ている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

 苦情解決の仕組みは、入園のしおり、重要事項説明書に明記し、保護者に周知しています。「ご意見 BOX」

を設置して保護者が意見を述べやすいようにし、送迎時に、家庭での様子や園での様子を報告する等、保護者

とのコミュニケーションを密にして話しやすい関係性の構築に努めています。保護者からの相談等については、

プライバシー等に配慮し、内容に応じて、他保護者や子どもに聞かれない場所で相談に応じています。相談時

には、複数の職員も同席し記録の正確性や、保護者の様子、話のやり取りにおいて客観性を担保できるように

しています。 
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【36】 Ⅲ-1-（4）-③  保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

 保護者からの相談や意見に対しては、必ず記録に残し、担当した職員が、クラスリーダー、主任、副園長、

園長へ報告し、組織的に対応する体制を構築しています。迅速な対応が必要な場合には、早急な対応に努め、

検討に時間を要する内容については、その旨を保護者に伝え、職員間で協議・検討した結果を保護者にフィー

ドバックしています。また、「苦情対応マニュアル」を備え、定期的に見直しを行いながら、保育の質の向上

につなげています。 

 

（5）安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている 

【37】 Ⅲ-1-（5）-①  安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

 リスクマネジメントに関しては、「事故予防・対応マニュアル」を整備し、他園での事例等も常に閲覧でき

るよう事務所内に設置し、職員間で情報共有しながら、安心・安全な保育を提供できるよう努めています。ま

た、リスクマネジメントの責任者を明確にすると共に、リスクマネジメント委員会を設置し、日々の保育に関

する事故報告・ヒヤリハットの情報収集や職員への周知を行っています。また、法人系列園での事故報告・ヒ

ヤリハットも共有し、自園で取り入れられるものや改善できることについては、速やかに対応しています。さ

らに、子どもの安全確保や、事故防止に関する研修については、積極的な参加を促して研鑽を図っています。  

 

【38】 Ⅲ-1-（5）-②  感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整 

備し、取組を行っている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

厚生労働省の「保育所における感染症対策ガイドライン」に準じて感染症対策を行っています。法人系列園

で新型コロナウィルス感染症予防策を講じる等、全系列園で感染症発生予防に努めています。感染症について

は、玄関に掲示及びコドモンで保護者に一斉配信を行う等、保護者への迅速な対応や情報共有を心がけ、常に

最新の情報を発信できるようにしています。また、法人内に看護師が在籍し、当園においても衛生推進者を配

置する等、感染症予防や対策等に関する相談や指導を適宜受け、適切な対応や予防策を講じています。感染症

発生時には、適切な対応を行い、感染が蔓延しない取組を実施しています。「感染症予防と発生時の対応マニュ

アル」を作成し定期的に見直を行っています。 
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【39】 Ⅲ-1-（5）-③  災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行って 

いる 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

災害対策については、自然災害について検討を重ね、火災・地震・水害等、災害ごとに体制や対策、避難方

法を定めた「緊急マニュアル」を作成しています。法人系列園も徒歩圏内に行ける距離にあり、災害時の連携

や協力体制について明確に定めています。保護者に対しては、入園のしおりに緊急時の対応について明記し、

口頭でも周知しています。食糧の備蓄については３～4 日分程度を確保しており、栄養士をリーダーとして、

毎月の給食会議で消費期限の確認や備蓄品の見直しを行っています。また、おやつ等を含め、非常時を想定し

たメニューを提供し食しています。毎年、消防署職員の立ち合いの下、水消火器の実践的な訓練を実践してい

ます。防災計画書等、求めに応じたものは全て作成し、専門機関との連携体制も整えています。 

 

Ⅲ―２ 福祉サービスの質の確保 

（１）提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している 

【40】 Ⅲ-２-（1）-①  保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている 

評価結果 A 

評価の理由 

当園の職務・接遇に求められる機能について、役職（階層別）ごとに文書化され、職員にも周知しています。

保育の内容については、「保育マニュアル」を整備し、標準的な保育の実施方法を確立しています。全職員が使

用している手帳には、保育の倫理要綱、子どもの尊重、プライバシー保護、権利擁護に対する姿勢について明

記され理解しています。当園では、段階別に指導責任者を定め、標準的な保育が実施できるよう、職員の指導

を行っています。 

 

【41】 Ⅲ-２-（1）-②  標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している 

評価結果 A 

評価の理由 

 業務マニュアル（標準的な実施方法）に関して、年度末の見直しを基本として検証を行った上で、必要に応

じて次年度に向けて改善しています。保育の標準的な実施方法の見直しについては、作成した年間保育計画を、

日々の保育活動に落とし込み、記録や保育士の所感を基に、保育活動の検証や見直しを行い、必要に応じて指

導計画の内容に反映させる等、PDCA サイクルに基づき、保育の標準的な実施方法の見直しを行う方法が確立

しています。 
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（2）適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている 

【42】 Ⅲ-２-（2）-①  アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している 

評価結果 A 

評価の理由 

 指導計画作成の責任者を決め、２ヶ月に１回開催しているケース会議には、園長、副園長、主任、副主任、

担任、栄養士等、様々な職種の職員が参画し、日々の記録や職員からの情報を集約して、アセスメントを行い、

指導計画に反映しています。指導計画は、全体的な計画に基づいて作成し、正規職員、非常勤職員が協働し、

アセスメントで修正を図り、改善や評価をする仕組みを確立し、保育の実践につなげています。個別指導計画

は、クラス内での振り返りや話し合いを基に担任が作成し、クラスリーダーや主任が確認して園長の承認にて

確定しています。支援困難ケースへの対応については、２ヶ月に１回開催しているケース会議で、配慮を要す

る子どもの情報を共有し、場合によっては川崎市西部療育センター職員にも参加してもらい、個別支援計画を

作成しています。個別支援が必要な家庭には、徹底して継続性のある支援を行っています。 

 

【43】 Ⅲ-２-（2）-②  定期的に指導計画の評価・見直しを行っている 

評価結果 A 

評価の理由  

指導計画の評価・見直しについては、定期的に（期・月・週・日ごとに）評価・見直しを行い、子どもの発

達状況、保育活動の様子については、クラスの情報共有を兼ねたフロア会議（0 歳～2 歳と３歳～5 歳）で、意

見交換を行い、必要に応じて指導計画の内容を変更しています。変更した指導計画の内容については、コドモ

ンや周知ファイルにて職員間で共有し、定期的に評価・見直しを継続しながら、次の指導計画の作成に生かし

ています。 

 

（3）福祉サービス実施の記録が適切に行われている 

【44】 Ⅲ-２-（3）-①  子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共

有化されている 

評価結果 A 

評価の理由 

 子どもに関する保育の実施状況の記録は、担任が中心となって、園の書式に基づいて記録し保管しています。

個別指導計画の内容については、子ども一人ひとりの成長や発達状況に応じて、継続性のある内容であるか否

かを定期的に見直し、副主任がサポートで付いて個別の指導計画内容を変更し、現状報告と併せて最終確認を

主任、副園長が行っています。フロア会議では、各クラスの状況を共有し、意見交換を行うことで、孤立した

クラス運営にならないよう留意しています。園独自の取組みとして、子ども一人ひとりの記録を残せるようフ

ァイルを作成し、細かくありとあらゆる情報の記録を行い、情報共有の一貫性が保てるようにしています。当

園では、副園長以上が参加する会議、リーダー会議、プチローズ会議（主任、副主任）、フロア会議、ケース会

議等の様々な会議を設け、階層に応じて内容を精査した上で情報共有が行われています。情報の共有方法もル

ートを定め、正しい内容が伝わるようにしています。ヒヤリハット等情報共有のスピードが求められるものに

関しては、ICT（コドモン）を活用し職員間の連携や共有に活用しています。  
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【45】 Ⅲ-２-（3）-②  子どもに関する記録の管理体制が確立している 

評価結果 A 

評価の理由 

 法人では「個人情報保護方針」に基づき、子どもや保護者に関する個人情報や記録の取り扱いについて、法

人のホームページ、入園のしおりに明記し、保護者に伝えています。また、入園に際し、保護者と個人情報保

護、プライバシーポリシーについて同意書を取り交わしています。個人情報に関する書類は、鍵のかかる書庫

で保管を徹底すると共に、扱える職員を定め、持ち出せる場所も事務所または会議室内と限定する等、危機管

理を持って取り扱っています。個人情報の取り扱いについては、就業規則の服務規程に明示し、入職時に誓約

書を取り交わしています。 
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内容評価 A－１ 保育内容 

 

A－1－（１） 全体的な計画の作成 

【A1】 A-1-（1）-① 

 

保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や

家庭及び地域の実態に応じて全体的な計画を作成している 

評価結果 A 

評価の理由 

全体的な計画については、児童憲章、児童権利条約、児童福祉法、保育所保育指針の趣旨を捉えたうえで、

園としての保育理念、保育方針、保育目標に基づき全体的な計画を作成しています。子どもの発達過程や家庭

での様子や保育時間等を見て、ひばりっこくらぶ保育園に適したものとなるように工夫しています。全体的な

計画の立案は、主任保育士を中心に中堅職員とともに作成をしています。立案後は定期的な振り返りを行い、

変更や見直しも行っています。全体的な計画は、主任保育士を中心に、保育に携わる職員で、定期的に評価・

見直しを行い、次年度の評価に反映させています。 

 

A－1－（２） 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開 

【A2】 A-1-（2）-① 

 

生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのできる

環境を整備している 

評価結果 A 

評価の理由 

 園では、「安心して過ごせる、園児にとって楽しい保育園であること」を目指し、保育室内の温度・湿度・採

光は、子どもの様子を見ながら職員が調整し、心地良く過ごせる環境となるよう管理しています。園内外の設

備や用具については、定期的にチェックを行っており、必要に応じて修繕を行うと共に、子どもが日々使う用

具（寝具類・遊具・玩具）は日々消毒を行い、衛生管理に努めています。園では、給食は１階のホール（ラン

チルーム）で食べる保育を行っていることから、常に衛生的で清潔感のある環境を維持しています。手洗い場

やトイレ等の水回りは、水はね等が残らないよう、丁寧に掃除し利用しやすい雰囲気を心がけています。 

 

【A3】 A-1-（2）-② 

 

一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行って

いる 

評価結果 A 

評価の理由 

子ども一人ひとりが安心して過ごすことができるよう、思いや甘えを受け止め、無理強いすることなく穏や

かに接するよう心がけています。子どもが安心して心を許せるよう、職員間の人間関係も良好な関係を継続し、

温かい雰囲気を常に醸し、子どもも気持ちが落ち着くと考えています。個々の個性により、自分を表現するこ

とが苦手だったり、判然としない子どもがいることを理解した上で、小さな気付きやサインを見逃さないよう

にし、丁寧に思いを汲み取る経験を積み重ねる中で、表現できる「時」を待つようにしています。それぞれ、

気持ちを受け止め、その思いに寄り添うことを大切にしています。伝えるべきときは、適した声の大きさで、

はっきりと分かりやすい言葉で伝えるようにしています。大人の都合や一方的な感情・態度で動いたり、言葉

を発することがないよう、定期的に職員間で人権について検討し振り返りを行っています。 
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【A4】 A-1-（2）-③ 

 

子どもが基本的な生活習慣を身に付けることができる環境の整備、

援助を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

卒園するまでに基本的な生活習慣が身に付くよう、時間をかけてサポートしています。子ども各々の発達段

階に応じて、興味を持てるよう働きかけ、無理なく身に付くようにしています。子どもの自分でやろうと思う

気持ちを尊重し、できた時には存分に誉め、自信につながるような言葉かけをしています。気分が乗らない

時、体調不良時や、やりたくない意思表示等が出た時には、無理強いせずにその思いを尊重しています。基本

的な生活習慣が身につくことの大切さについて、ミーティング等の議題で取り上げ、定期的に話ができるよう

にしています。子どもの成長の個人差を理解した上で、一人ひとりに配慮した関わりを大切にし、保護者と密

に連携を図り、子どもの育ちを見守っています。配慮が必要な園児には、落ち着く環境作りを徹底し、気持ち

に寄り添いながら見守るようにしています。  

 

【A5】 A-1-（2）-④ 

 

子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを

豊かにする保育を展開している 

評価結果 A 

評価の理由 

 園では「そらまめタイム」と称し、「運動（ムーブ）・食育・造形（アート）・音楽（リトミック）・音読（お

はなしタイム）・生活」のカリキュラムをバランス良く保育を提供しています。日々の保育の中で、多くの実体

験を大切にしながら援助を行い、様々なことに挑戦し、そこから得意・苦手を発見し、子ども一人ひとり「目

標」を持ちながら成長できるように支援しています。幼児クラスは、活動内容に応じて 3 つのスペースに分か

れてのグループ活動による異年齢保育を行い、自分のやりたい遊びや表現活動を選び、異なる年齢の子どもた

ちが同じ空間で協働しながら活動し、主体性や協調性、子ども同士の人間関係を育んでいます。 

 

【A6】 A-1-（2）-⑤ 

 

乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開されるよ

う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果  A 

評価の理由 

 0 歳児保育室は、1 歳児と同じスペースで保育に当たっていますが、ほふくコーナーや、じっくり遊び込める

よう仕切りを設け、0 歳児の十分なスペースを確保しています。乳児が安心して過ごせる場所であることを感

じられるよう最優先事項とし、担当職員のみならず、栄養士をはじめ、様々な職員が顔を出し、子どもと関わ

ることを大切にしながら、職員との愛着関係を築いています。一人ひとりの生活リズムや発達状況に応じた個

別指導計画とクラスの指導計画を作成し、子どもの心身の発達に関する情報を職員間で共有し、保育を実践し

ています。一人ひとりの成長発達の段階が異なることから、家庭との連携を密にし、タイミングを見極めなが

ら興味や好奇心を広げられるようにしています。また、異年齢児との触れ合う機会も持てるよう配慮していま

す。 
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【A7】 A-1-（2）-⑥ 

 

3 歳未満児（1・2 歳児）の保育において、養護と教育が一体的に展開

されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

 子どもの自尊心を育てる時期として捉え、一人ひとりの発達状況に配慮しながら、保育士は、子どもの自我

の育ちを支えられるよう、声かけや見守りを行いながら、子どもが自分でしようとする気持ちを尊重し、遊び

を中心とした自発的な活動が行えるよう関わっています。一人ひとり成長発達は異なることから、子どもの成

長や自我の目覚めのタイミング等を職員間で共有しながら、子どもがうまく友だち同士で関われるよう、保育

者が仲立ちをし、発言を促す等のサポートを行うことで、良い関係性を構築できるよう援助しています。保護

者とは送迎時のコミュニケーション、個人面談、コドモン等で密に連携するよう努めています。 

 

【A8】 A-1-（2）-⑦ 

 

3 歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A    

評価の理由 

3 歳以上時の保育では、養護と教育が一体的に展開されるよう保育環境に視点を置いて日々会議で話し合い

実践につなげています。集団の中で安心して遊びに集中し、興味・関心を探求できるよう活動の工夫に努めて

います。３歳児は個人差を考慮し、柔軟に個別に過ごす時間も設け、４歳児は集団の中で自分らしく過ごせる

よう援助し、意見や思いを発揮できるような環境作りを大切にし、５歳児は意見を伝えながら擦り合わせるこ

とができるよう、保育士は見守りながら必要に応じて援助しています。園では、様々な実体験を大切にした保

育を実施しており、子どもたちが行事、生活、創作活動等、主体的に活動する経験を積み重ね、自信を持って

就学できるよう支援しています。保護者とは、子どもの発達段階について共有しています。 

 

【A9】 A-1-（2）-⑧ 

 

障害のある子どもが安心して生活ができる環境を整備し、保育の内

容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

 障害やその傾向が見られる子どもに対して、特性を職員間で共有し、必要に応じて保護者とも連携しながら

安心して過ごせる環境作りに配慮しています。園舎にはエレベーターを設置しています。障害のある子どもに

は個別年間計画を作成し、月 1 回、会議で成長の様子を共有し、見直しを進めています。障害の有無に関わら

ず、子ども一人ひとりの個性や成長を共有し、尊重し自尊心を傷つけることがないよう心得、子ども同士の集

団生活から得られる経験ができるようにし、配慮の必要なところはサポートしています。職員は、キャリアア

ップ研修等で、障害児保育について研鑽しています。当園では、園生活において、障害の有無に関わらず、社

会で当たり前に個性を受け入れられることができる土台作りの時期と捉え、保育に当たっています。職員は毎

月のフロア会議や、２ヶ月に１回のケース会議で情報を共有し、子どもの成長・発達に応じた保育を行ってい

ます。 
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評価の理由 

子ども一人ひとりの保育園での時間に応じた環境設定を行い、ゆったりできる時間や自分の空間が保てる工

夫等をしています。子どもの心身の状態、他児とのトラブル後等、必要に応じてクラスを離れて過ごせる場所

の提供等、子どもの様子に合わせて臨機応変に対応しています。また、異年齢保育を取り入れ、職員間の連携

により横割り活動と縦割り活動を場面に応じて導入することができています。異年齢と過ごすことで、刺激を

得たり、癒されたり、同年齢と過ごす時間とは違う姿や表情が見られ、様々な角度から子どもの育ちや良いと

ころが保護者と共有できています。園の食事に関しては、調理マニュアルに沿い、登園時間、体調、活動の姿

等から喫食時間に配慮をするよう工夫しています。当園では担任制を設けていますが、担任から他職員へも

日々の会議等を通して伝え、子どもたちの様子を把握することで、担任不在時も保護者へ話ができる体制を構

築しています。週１回はお迎え時に担任と園児の状況を伝える機会を設け、日常はコドモンを通して毎日情報

共有を図っています。 

 

【A11】 A-1-（2）-⑩   

 

小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方

法、保護者との関わりに配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

 小学校との連携や就学について、年中の終わり頃から保護者へ発信し、期待をもって就学に結び付けられる

よう、少しずつ取組みを進めています。小学校との交流には積極的に参加し、小学校の映像 DVD を見たり、

１年生の担任との交流や行事等には出向くようにし、最新の情報を得るようにしています。また、法人事業の

学童保育の会議等にも参加して情報収集をしています。年長児の年間計画には就学を見据えた取組予定や活動

を組み入れ、アプローチプログラムも取り入れています。保育園生活から小学校生活にスムーズに移行できる

よう、生活リズムの整備や基本的生活習慣の自立を図っています。保育所児童保育要録の作成は、担任だけで

なく全職員が育ちに関わっているという観点から、しっかり引き継げるよう、文章に残すようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A10】 A-1-（2）-⑨ 

 

それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している 

評価結果 A 
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A－1－（3） 健康管理 

【A12】 A-1-（3）-① 子どもの健康管理を適切に行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

 看護師は法人本部に在籍し、当園では衛生推進者が子どもの健康管理を担当しています。衛生推進者はクラ

ス担任と共に、健康管理マニュアルに基づいて、子ども一人ひとりの健康状態の把握を行っています。気にな

ったこと、気付いたことは、直ぐに職員間で共有を図り、上司へも報告を上げています。体調の変化やケガ等

に関しても、保護者と共有し、その後の状況についても保護者と同じレベルで把握できるように努めています。

担任以外も全職員で共有するよう、紙面やアプリだけでなく、毎日の会議等を活用しています。既往症や予防

接種の記録等も入園前の面談や、定期的に配付する書類に記入してもらい、最新の情報を把握できるようにし

ています。保護者へは、健康に関する取組について入園時に配信する冊子や、懇談会、説明会等で伝え保護者

の不安軽減や、家庭へのアドバイスになるよう丁寧に説明しています。乳幼児突然死症候群（SIDS)に関して

は、呼吸確認（5 分単位での実施）や、うつぶせ寝の禁止を徹底し、保護者と共有すると共に、毎年、職員は

応急手当講習で学んでいます。 

 

【A13】 A-1-（3）-② 健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している 

評価結果 A 

評価の理由 

 健康診断は０歳～１歳児については毎月、２歳～５歳児については年４回、歯科健診は年１回実施していま

す。健康診断、歯科健診の結果は職員間で共有し保育に反映しています。保護者へは日程等から事前に周知し、

結果も知らせています。歯の大切さや、健康管理の意味等々、体をつくる土台作りが保育の仕事の一つである

と捉え、状態に応じた反映を心がけています。同時に保健計画や食育計画の見直しも含めた反映を実施してい

ます。歯磨きに関しては、危険な面と衛生的な面の両面から園での歯磨きを止め、３歳児以上は食後にキシリ

トールガムを噛むことにしています。 

 

【A14】 A-1-（3）-③ 

 

アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指

示を受け適切な対応を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

アレルギー疾患のある園児に関しては、保育所のアレルギー対応ガイドライン、健康管理委員会の指示通り

対応しています。アレルギーは、一人ひとり症状や対応も違うため、丁寧に時間をかけて保護者と共有をし、

園での対応についても理解を得た上で行っています。食事の提供に関しては、楽しくみんなで食事を進めるこ

とを大切にし、トレイの色分けを行い、席を専用席にし、栄養士と保育士のダブルチェックを徹底して提供時

間を決める等、マニュアルに沿い、一貫した対応にて誤食・事故防止につなげています。園を利用する全ての

保護者にアレルギー児に関する取組を理解してもらうよう、入園時に渡す冊子に詳細を掲載しています。半年

に 1 回、医師から診断を受け、アレルギーの状態を把握するようにし、日頃から栄養士を中心に保護者と食に

関するコミュニケーションを取るようにしています。 
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A－1－（4） 食事 

【A15】 A-1-（4）-① 食事を楽しむことができるよう工夫をしている 

評価結果 A 

評価の理由 

 安心できる環境の中で食事を楽しむことができるよう工夫しています。今年はコロナ禍を受け、同じ方向を

向いて食すよう制限を緩和して実施していますが、来年度からは乳児クラスを除いて、他クラスはティーツリ

ーのある広場で、時間も場所も自分で決めて、好きな時間に好きな友だちと一緒に給食を楽しみます。食に関

する年間計画を立案し、会議を重ね様々な思いや意見を擦り合わせ、保護者周知と共に導入するようにしてい

ます。子どもたちは空腹を感じたタイミングで食事ができるように、かつ空腹となるよう午前中の主活動を工

夫し、はりきって食卓へ向かえるよう支援しています。子どもそれぞれの発達段階を大切に、発達に応じた食

べ進めができるよう見守っています。食器や材質は、栄養士を中心に確認し、必要に応じて変更しています。

食器は割れにくい陶器のものを利用し、料理の温度を肌で感じることができるよう、また乱暴に扱うと割れて

しまうことも体験の一つと考え導入しています。入園後、卒園までの数年間を長期的な企画として、苦手な食

材や規定量を食べられるような目標で取組むと共に、子ども一人ひとりの身長と体重の測定値から、それぞれ

に必要な栄養量を計算（カウプ指数）し、日々の食事に反映させています。また、毎日の献立を写真にとり、

コドモンを通して保護者に周知し、親子の会話や献立の参考に提供しています。水については、有害物質を除

去した安全な水「ハイドロピュア」を使用しています。 

 

【A16】 A-1-（4）-② 子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供している 

評価結果 A 

評価の理由 

 おいしく、楽しく、安心して食事ができるようにしています。入園前に保護者から食に関する内容につい

て、栄養士を中心に聞き取りを行い、家庭でも楽しい時間となるよう支援しています。月 2 回、同じメニュー

を献立とし、１回目の食事の様子から気になる点等があれば改善に努めています。また、栄養士と保育士の情

報共有を密にし、専門職としての視点の違いを活用して食に関する環境をサポートしています。季節感や日本

の伝統食にも触れ、由来を伝えたり、好き嫌いが分かれる献立も提供しています。地域性のある献立も随時取

り入れることで様々な食文化に触れることができ、職員の学びにもつなげています。衛生管理に関しては徹底

し、食事介助をする職員は体調に少しでも不安があれば事前に申し出るようにし、担当者は便交換等を行わな

いように徹底しています。食事の提供時間や環境整備等の手順も全職員が同じ作業ができるようマニュアル化

しています。子ども一人ひとりの喫食量については、コドモンを通して保護者に伝え、残食が分かるようにし

ています。 
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内容評価 A－２ 子育て支援 

 

A－2－（１） 家庭と緊密な連携 

【A17】 A-2-（1）-① 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

 家庭と同じようにリラックスして園生活を送ることが一番大切であると考え、家庭での様子をできるだけ詳

細に聞き、情報の共有をして配慮しています。特に乳児期は家庭のリズムをできるだけ園でも取り入れるよう

努め、体調に配慮しています。入園が内定した家庭には、できるだけ早く園の詳細を知らせ、理解の下、預か

りをスタートできるよう努めています。クラス職員の役割を明確に決め、保護者と担当職員で密に連携が図れ

るよう、保護者の勤務状況等を把握するようにしています。コドモンを通して毎日の家庭生活と園での子ども

の姿を共有するようにし、アフターコロナは親子で参加できる遊ぼう会や、懇談会を設け、来園してもらいコ

ミュニケーションを深められるよう対応しています。 

 

Ａ-２-（２） 保護者等の支援 

【A18】 A-2-（2）-① 保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

 担任を中心に保護者とのコミュニケーションを深め、信頼関係を築くようにしています。「始めは挨拶から」

を大切にし、挨拶から子どもの良い姿等を伝達するステップを踏むようにしています。ケガや子ども間のトラ

ブルに関する保護者への伝達は、経験値の浅い保育士も先輩保育士の対応を見て経験を重ね、保護者に伝えら

れるようにしています。同時に、家庭での様子や困りごとも聞くようにしています。また、上司となる職員

は、勤務形態を調整し、職員・保護者に対して相談が受けられるよう工夫し、相談内容によっては、別室にて

ゆっくり対応できるよう配慮しています。当園では、でき得る最大のサポートを心がけ、職員間で情報共有を

頻繁にスピーディーに図り、対応できるようにしています。保護者からの相談等は受けたその日に記録を残

し、子どもを取り巻く環境が時系列で把握できるようにしています。また、職員一人で対応しないこと、必ず

複数人で対応し、適切な助言ができるよう、一つの相談事項も職員間で共有し対応方法を決定し、保護者の支

援に努めています。 
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【A19】 A-2-（2）-② 

 

家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応

及び虐待の予防に努めている 

評価結果 A 

評価の理由 

 家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見については、職員間で小さな気付きや情報を共有す

るよう努めています。毎日の保護者とのやりとりや表情・様子、子どもの様子や言動、乳児は着替えの際の全

身の観察等に留意し、職員間で共有しています。また、上手く言葉にできない子どもの思いを知るきっかけに

つなげています。不登園、連絡が取りにくい場合等も注意しています。気になる案件に関しては、迷わず役所

へ報告し、必要に応じて児童相談所へ情報をつなげ、長期的な観点で育ちを見守るようにしています。保護者

の精神的不安が大きいと感じる場合には、最大限、園でできる保育は園で提供するようにし、育児負担の軽減

と、話を聞く時間を定期的に持つよう配慮しています。また、同様の対応がどの職員でもできるよう、マニュ

アルを作成しています。 

 

内容評価 A－３ 保育の質の向上 

 

A－3－（１） 保育実践の振り返り（保育士等の自己評価） 

【A20】 A-3-（1）-① 

 

保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育

実践の改善や専門性の向上に努めている 

評価結果 A 

評価の理由 

日々の保育の中で、職員間の連携を大切にすると共に密に図り、保育に反映させているところが当園の素晴

らしい取組の１つです。子どもの成長や、エピソード、翌日や今後の保育等、目の前の視点及び長期的な視点

からも丁寧に検討し、連携をしています。また、経験年数や職種に限らず、職員間で率直に意見交換ができて

いる点も１つの特徴です。その日の内に振り返りを行い、職員個々及び自身の苦手分野を知ることや、協力す

る術を心得ていることが窺えます。苦手なことや、得意なことがそれぞれにあることを互いに認め合い、時間

を要することも長期視点で取組む姿勢は、保育の質の向上に確実につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

利用者家族アンケート調査結果 

施設名：ひばりっこくらぶ保育園 

 

定員  90 名 

アンケート送付数（対象家庭数） 
 

72 人 

回収率 
 

92％（66 人） 

 

【利用者調査項目】                    ※上段人数、下段％で示しています 

問 1  この保育園のサービス内容について 知っている まぁ知っている あまり知らない 知らない 無回答 

問１-1 

 

保育方針・保育目標を知っていますか 21 人 38 人 7 人 0 人 0 人 

32％ 58％ 11％ 0％ 0％ 

問 1-2 保育の内容について知っていますか 27 人 31 人 8 人 0 人 0 人 

41％ 47％ 12％ 0％ 0％ 

問 1-3 年間指導計画、行事計画について知って 

いますか 

33 人 26 人 7 人 0 人  0 人 

50％ 39％ 11％ 0％ 0％ 

問 1-4 費用や園の決まり事について知っていますか 40 人 22 人 4 人 0 人 0 人 

61％ 33％ 6％ 0％ 0％ 

 

問 2  日常の保育について 十分 概ね十分 やや不十分 不十分 無回答 

問 2-1 遊具や教材について 23 人 32 人 11 人 0 人 0 人 

35％ 48％ 17％ 0％ 0％ 

問 2-2 戸外遊びについて 27 人 26 人 9 人 4 人 0 人 

41％ 39％ 14％ 6％ 0％ 

問 2-3 季節や自然との触れ合いが保育の中に感じ 

られますか 

30 人 29 人 6 人 1 人 0 人 

45％ 44％ 9％ 2％ 0％ 

問 2-4 健康作りへの取り組みについて 30 人 28 人 7 人 1 人 0 人 

45％ 42％ 11％ 2％ 0％ 

問 2-5 給食の献立内容について 44 人 20 人 2 人 0 人 0 人 

67％ 30％ 3％ 0％ 0％ 

問 2-6 お子さんは給食を楽しんでいますか 46 人 17 人 2 人 1 人 0 人 

70％ 26％ 3％ 2％ 0％ 

問 2-7 基本的生活習慣の取り組みについて 42 人 23 人 1 人   0 人 0 人 

64％ 35％ 2％ 0％ 0％ 

問 2-8 保育中のケガ等に関する説明や対処について 44 人 16 人 5 人 1 人 0 人 

67％ 24％ 8％ 2％ 0％ 

 

 

 

 

 

 

 



29 

 

 

問 3  保護者と園との連携・交流について 十分 概ね十分 やや不十分 不十分 無回答 

問 3-1 送迎時の職員との会話や連絡帳、掲示物により 1

日のお子さんの様子がわかりますか 

33 人 25 人 8 人 0 人 0 人 

50％ 38％ 12％ 0％ 0％ 

問 3-2 園の様子や行事に関する情報提供について 34 人 25 人 7 人 0 人 0 人 

52％ 38％ 11％ 0％ 0％ 

問 3-3 懇談会や個別面談等での意見交換について 31 人 26 人 7 人 2 人 0 人 

47％ 39％ 11％ 3％ 0％ 

問 3-4 相談ごとへの対応について 41 人 20 人 3 人 2 人 0 人 

62％ 30％ 5％ 3％ 0％ 

 

問 4  保育園の環境等について 十分 概ね十分 やや不十分 不十分 無回答 

問 4-1 保育室、園庭について（清潔さ、掃除等） 37 人 21 人 8 人 0 人 0 人 

56％ 32％ 12％ 0％ 0％ 

問 4-2 外部からの防犯対策について 22 人 34 人 9 人 1 人 0 人 

33％ 52％ 14％ 2％ 0％ 

問 4-3 感染症の発生状況や注意事項の情報提供について 52 人 13 人 1 人 0 人 0 人 

79％ 20％ 2％ 0％ 0％ 

問 4-4 緊急時の連絡体制、周知、防災訓練等について 49 人 15 人 2 人 0 人 0 人 

74％ 23％ 3％ 0％ 0％ 

 

問 5  職員の対応について 満足 概ね満足 やや不満足 不満足 無回答 

問 5-1 職員はお子さんを大切にしてくれていますか 54 人 10 人 2 人 0 人 0 人 

82％ 15％ 3％ 0％ 0％ 

問 5-2 保護者に対する職員の対応や態度について 52 人 12 人 0 人 2 人 0 人 

79％ 18％ 0％ 3％ 0％ 

問 5-3 保育サービス提供方法の統一性について（どの職

員も同じように保育をしてくれているか等） 

42 人 17 人 6 人 1 人 0 人 

64％ 26％ 9％ 2％ 0％ 

問 5-4 お子さんは保育園で楽しく過ごしていますか 56 人 10 人 0 人 0 人 0 人 

85％ 15％ 0％ 0％ 0％ 

 

問 6  この園の総合満足度について 満足 概ね満足 やや不満足 不満足 無回答 

この保育園を総合的に評価すると、どの程度満足して 

いますか 

41 人 22 人 3 人 0 人 0 人 

62％ 33％ 5％ 0％ 0％ 
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事業者コメント 

 

施設名   社会福祉法人 宿河原会 ひばりっこくらぶ保育園    

施設長名  久保田 和男                     

 

 

≪第三者評価を受審した感想・自己評価での取組の感想≫ 

 

 

 日頃から職員間の情報の共有や意見交換は密に行っていたものの、自己評価について話し合

いをすることで、自分たちに何が足りていないのか、自信を持てることは何なのか？について

明確にすることができたように思います。 

 

苦手と感じる課題に向き合うことや思い言葉にする経験を積み重ねることができました。自

園にとってここは自信が持てる、と感じたことはもっとアピールをするべきとも感じておりま

す。反対に足りていない、弱いと判明した部分もどこが足りていないのか、はっきりしたこと

で、取組の一歩となりました。 

 

 第三者評価を受審することは、昨年度から保護者にも周知していたことと、新型コロナウイルス

感染症の扱いが緩和されたこともあり、保護者の皆さまからもこうして欲しいという具体的な要望

をいただくこともあり、保育の質の向上に保護者も向き合ってくれていることを知る機会にもなり

ました。 

 

 

≪評価後取組んだ事として≫ 

 

 

１． 保護者が安心して働けるよう、園生活をさらに理解していただけるようにイベントの機会の増

加 

 

２． 職員間の話し合い、会議の増加で理解を深める 

 

３． 当園の強み、弱みをはっきり理解した上で、強みを生かした保育運営 

 


